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シカの定着年数により森林におけるシカの食性と植物の脆弱性が異なる 

～シカの採食に対する森林の応答を予測する最初の一歩へ～ 

 

生物資源科学部生物環境科学科の坂田ゆず助教（森林科学研究室）と岡

野邦宏准教授（生態工学研究室）らの研究グループの研究成果が、生命科学

･環境科学分野の国際学術専門誌「PeerJ」に掲載されました。 

 

★発表のポイント★ 

 シカの定着年数が異なる北東北の森林において、森林の下層植生、シカの食痕及びシ

カの食性をそれぞれ評価しました。 

 シカが 20 年以上定着している森林においてのみ、それ以外の森林に比べて植物種数

や植生の被度の低下が見られました。 

 シカの食性は、シカが定着して数年しか経過していない森林と 10 年以上経過してい

る森林との間においても異なっていました。 

 98 種の植物について、シカの採食に対する脆弱性の異なる 6 つのグループに分類しま

した。植物の生活史や生育型が指標になるとは限らず、種ごとに評価する重要性が示

されました。 

 

【研究の背景】 

近年、大型の草食性哺乳類の増加による植生の衰退が世界的な問題となっており、日本

においてもニホンジカ（以下シカ）の急激な増加により、森林の下層植生の変化や生物多

様性の減少が報告されています。シカの個体数の管理は個体数密度に基づいて行われてい

ますが、それに加えて植生への影響を考慮してモニタリングしていくことが重要です。し

かし、これまでシカの個体数調節やシカ柵の設置の前後での植生を比較した研究はあるも

のの、どれくらいの時間スケールで植生が変化していくかについては、特にシカによる植

生への影響が顕在化する前からの知見が不足しています。また、シカは植生の変化に応じ

て餌選択を変えることが知られています。 

本研究では、シカの生息分布域が過去数年で急速に拡大している北東北に注目し、シカ

の定着年数（環境省によってシカの分布が新たに確認された 4 つの年代 1978 年・2003

年・2011 年・2014 年に分類）が異なる森林において、森林の下層植生、シカの食痕、シ

カの食性をそれぞれ明らかにしました（図 1）。シカの食性は糞中の DNA からシカの餌植



 

物を明らかにする DNA メタバーコーディング1という手法を用いました。これらの結果を

もとに 98 種の植物種においてシカの採食に対する脆弱性を評価しました。 

 

【研究成果】 

シカが定着後 20年以上経過した森林においてのみ、下層食植生の種数や植生の被度に低

下が見られました。シカの食性は、調査地点による違いが大きく影響していたものの、定

着年数によって異なっていました。植生、シカの食痕、シカの食性における定着年数によ

る違いから、98 種の植物について採食に対する脆弱性の異なる 6 つのグループに分類しま

した（図 2）。このうち 16 種の植物は、特にシカの定着初期から採食を受けやすく、シカが

20年以上分布している森林では顕著に減少あるいは絶滅している種が見られました。これ

らの種は低木や直立型の多年草が多く含まれる傾向があったものの、植物の生活史や生育

型が指標になるとは限らず、種ごとに嗜好性を評価する重要性が示されました。 

 

【波及効果と展望】 

本研究から得られた植物種の脆弱性の違いは、今後シカの生態系への影響を把握し、個

体数を管理する上で指標となる植物種の選定において有用な情報となると考えられます。 

また、侵入時期に応じて植生の保全対策を講じる際に、シカの採食に対する森林の短期・

長期的な応答を予想していく上で最初の一歩となることが期待されます。 

今後は、シカの定着年数の影響と気候などその他の環境要因とを分離することで、シカ

の定着年数という指標の妥当性を評価していく必要があります。 

 

【研究者のコメント】 

本研究から、シカが定着してから短期間で餌とする植物を変化させている可能性がある

ことが分かりました。特に定着初期からシカに好んで食べられ、脆弱な植物種があること

も見えてきました。こうした植物の脆弱性は地域によっても異なると考えられるため、今

後は、シカの個体数管理とともに地域レベルでの植生やシカの餌選択の変化に関する継続

的な知見が、北東北に限らず各地の森林において蓄積されることが望まれます。 
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1 土や水、動物の糞などの環境サンプルから DNA を抽出し、大量の塩基配列を解読してデータベース

と照合することにより、サンプルに含まれる生物を特定する手法。この手法を用いて、植物種ごとに異

なる DNA 配列と、シカの糞中に出てくる植物由来の DNA 配列を照合することで、シカの食性を属あ

るいは種レベルで解明することが可能である。 

https://peerj.com/articles/12165/


 

【問い合わせ先】 

秋田県立大学 生物資源科学部 生物環境科学科 森林科学研究室 

助教 坂田ゆず 

TEL: 018-872-1618 

Email: sakata@akita-pu.ac.jp 

 

【参考図表】 

 

図 1. 本研究の調査地の位置および 5 つのシカの定着年（1978 年：シカが 1978 年以前に定着、

2003 年：シカが 1979-2003 年に定着、2011 年:シカが 2004-2011 年に定着、2014 年:シカが 2012-

2014 に定着、白地はシカ定着報告なし）の違いによって分類された 5km メッシュ（環境省 2015

より改変）を示す。写真は各定着年において代表的な調査地の林床の様子を示す。 
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図 2. シカの採食に対する脆弱性の違いによって分類された 98 種の植物種を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大船渡（シカの採食で林床に植生がない）                調査の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

シカの胃を解体                   シカ食痕ウワバミソウ 
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